
担 当 課

担 当 者

連 絡 先

意見公募のテーマ：

①手段別意見応募件数 （意見件数を記入してください。応募者数は（　）書きしてください。）

　(記入例：１人が提出したものに３つの意見が記載されていた場合には、　３（１）と記載してください。)

郵　　　便 ファックス 電子メール 県民課・県民局へ その他の方法 計

　　　　３９　（１１） 　　７ （４） 　６０（１８） 　　２（１） 　　１３（７） 　　１２１（４１）

※｢その他の方法｣の例：意見交換会、電話、イベントなど

②応募意見の政策案等への反映状況

対応状況 件　　数

計 121

③意見募集結果概要書を、1部添付してください。

とりネット
（実施担当課）

報道機関への
資料提供

県議会への報告
県民課等での

縦覧等
広報誌等への
掲　　載

その他

○

　　　○
(H24.2月常任委
員会で報告済
み)

環境審議会報告

※｢その他｣の例：審議会報告など

注：③「意見募集結果の概要」には、意見に対する県の対応方針も記載してください。
　　　参考：H22実施結果 → http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=127691

そ　の　他

(例：施策の体系外の意見等)
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・６つの目標・プランの構成等々、もっともっと詳しく教えてください。
・プランの内容に対する質問等

※上記による分類が困難な場合は、担当課の整理に基づく分類で差し支えありません。

    他の公表方法として該当するものに○を付してください。

→とりネットのパブコメページ・
　県庁ロビー掲示板で公表します。

対  応  困  難 0

3

・林業機械にｴｺな機材を導入してはどうか。
・ﾌﾟﾗﾝ策定後、県民への周知（ＰＲ）が大切。一般に周知協力を求めるものとして、分
かりやすい言葉や図･ｸﾞﾗﾌ等で仕上げるﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ版などが有効。今後の検討課題

パブリックコメント実施結果報告書

平成24年4月10日

主　　な　　意　　見

環境立県推進課

黒見

０８５７－２６－７２０５

とっとり環境イニシアティブプランの策定について

・再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入主体として期待される地域住民や企業への理解が重要で、「市民
共同発電所の推進」を追加することで、設置が加速する。
・様々な世代や立場の県民が集まり、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを行い議論の場を創出し、「ﾊﾞｯｸｷｬｽﾄ思
考」や「まちづくり」のﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝのもとに「鳥取県のあるべき姿」を明らかにしていく
べき。

既に盛り込み済み 43

・森林保全のメリットは金額に換算できない価値があり、木質バイオマスエネルギーを
熱として利用する施策も重要である。
・４Ｒを推進するには廃棄物の分別を見直し、併せて施設整備する必要がある。

　　　　 反映した

(一部のみ反映したものを含む)
62


